
　
２
０
１
３
年
は
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

持
続
可
能
性

保

証
の
国
際
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
Ｇ
Ｒ
Ｉ
」
が
大
幅
に
改
訂
さ
れ
る
な

ど
、
企
業
の
環
境
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

社
会
的
責
任

の
情
報
開
示
に
関

わ
る
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
刊
工
業
新
聞
社
が
主

宰
す
る
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
資
源
・
循
環
技
術
委
員
会

吉
田
敬
史
委
員
長

グ
リ
ー
ン
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
社
長

を
開

催
し
、
こ
の
分
野
に
詳
し
い
ロ
イ
ド
・
レ
ジ
ス
タ
ー
・
ク
オ
リ
テ

イ
・
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
の
冨
田
秀
実
経
営
企
画
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
統
括
部
長
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
情
報
開
示

社内で懸命に議論しよう吉田委員長総括

　
き
ょ
う
は
貴
重
な
情
報
を
い
た
だ

い
た
。
皆
さ
ま
か
ら
日
本
の
報
告
書

は
ど
う
い
う
ふ
う
に
見
ら
れ
て
い
る

の
か
な
ど
の
質
問
が
あ
っ
た
。
見
て

い
る
と
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
も

そ
う
だ
が
、
リ
ス
ク
と
か
機
会
と
か

の
認
識
に
つ
い
て
の
自
己
認
識
の
表

現
が
弱
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
さ
か
の
ぼ
る
と
、
日
本
企
業
と

し
て
の
戦
略
性
み
た
い
な
こ
と
を
リ

ー
ダ
ー
が
直
接
語
る
と
こ
ろ
に
弱
み

が
あ
る
。
ど
の
会
社
に
も
普
遍
的
な

意
味
合
い
に
当
て
は
ま
る
著
し
さ
と

か
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
な
い
と
思

う
。

　
戦
略
と
か
企
業
の
目
指
す
も
の
は

独
自
な
も
の
の
は
ず
。
だ
か
ら
重
要

性
は
各
社
ご
と
に
違
う
は
ず
だ
。
戦

略
が
不
明
確
だ
と
、
日
本
の
場
合
、

網
羅
的
な
人
が
多
い
と
い
う
指
摘
も

あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
戦
略
性
み
た
い
な
こ
と
が

き
ち
ん
と
議
論
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
。
基
準
規
格
作
り
の
国
際
会
議
に

行
く
と
、
本
当
に
欧
米
、
南
米
の
人

は
議
論
好
き
だ
。
と
に
か
く
妥
協
し

な
い
。
日
本
だ
と
、

分
も
や
る
と

ま
あ
よ
い
か
と
い
う
話
に
な
る
が
、

徹
底
的
に

時
ぐ
ら
い
ま
で
や
っ
て

る
。
同
じ
こ
と
を
何
回
や
っ
て
も
懲

り
な
い
。
そ
れ
だ
け
の
議
論
を
、
社

内
で
戦
略
策
定
の
議
論
で
も
ど
こ
ま

で
ほ
ん
と
に
詰
め
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
だ
。

　
結
局
、
軸
が
な
い
と
、
マ
テ
リ
ア

ル
な
も
の
が
何
か
も
わ
か
ら
な
い

し
、
リ
ス
ク
と
機
会
が
何
か
も
わ
か

ら
な
い
。
そ
の
辺
が
日
本
の
一
番
弱

み
と
い
う
気
が
し
た
。

　
最
後
の
統
合
報
告
の
話
。
恐
ら

く
、
す
ご
い
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
思

う
が
個
人
的
に
は
面
白
い
と
思
う
。

あ
れ
を
見
て
非
常
に
近
い
と
思
う
の

は
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ

だ
。
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ェ
ア

ー
ド
・
バ
リ
ュ
ー

共
有
価
値
創

造

と
い
う
も
の
で
、
人
的
資
本
が

外
部
化
さ
れ
な
い
で
、
内
部
化
さ
れ

て
い
っ
て
は
じ
め
て
本
当
の
生
産
性

が
出
て
く
る
と
い
う
の
が
マ
イ
ケ
ル

・
ポ
ー
タ
ー
の
考
え
方
だ
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
と
統
合
モ
デ
ル
は
と
て
も

近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
す

る
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｖ
的
な
発
想
が
広
ま
っ
て
い

く
と
、
自
然
に
あ
あ
い
う
も
の
に
も

流
れ
て
い
く
気
も
す
る
。
何
よ
り
も

欧
米
人
の
よ
う
に
ま
ず
は
社
内
で
一

生
懸
命
議
論
す
べ
き
だ
と
い
う
思
い

に
至
っ
た
。

重
要
性
に
フ
ォ
ー
カ
ス

サスティナビリティーをめぐる最新動向グリーンフォーラム資源・循環技術委員会

日
本
の
レ
ポ
ー
ト
背
景
説
明
が
不
足

意見交換
　吉田　ご質問、ご意見
のある方 お願いします
　委員　当社はＣＳＲ
（企業の社会的責任）と
ＥＭＳ（環境管理システ
ム）を別の部署でやって
いる。ＥＭＳ、ＩＳＯ
（環境管理・監査の

国際規格）の方では著し
い環境側面の特定があっ
て、環境から著しい側面
を特定するというアプロ
ーチがある。マテリアリ
ティーは著しい環境側面
を特定するようなことを
ＣＳＲの中でやっている
と理解してよいか。
　冨田　端的にはそう思
っていただいてよい。ど
うやっているかは別とし
て、一応ＧＲＩではステ
ークホルダーの関心度合
いと、環境で言えば、環
境への影響度合いを２軸
で評価しようということ
だ。
　 の場合はそうい
うプロセスではないかも
しれないが、基本的にそ
れをベースにして、著し
い環境側面を選ばれてい
るのであれば、そこが開
示対象と言っても問題な
いと思う。
　吉田　 の方から
言うと、本文には著しい
というのは環境に著しい
影響を与えるという１軸
しか書いてないが、
などをみるとマテリア
リティーと同様に利害関
係者の関心事というもう
ひとつの軸がある。今、
改正中だが、今回の改正
ではより明確に著しさの
側面は環境への影響と、

逆に環境外部、社会から
の経営への影響を利害関
係者に含める。２軸関係
で評価するのが明確に打
ち出されてくる。そうす
ると、マテリアリティー
の概念と一緒になる気が
する。
　吉田　冨田さんは
の方もやっておられた
が、あちらではバリュー
チェーンとサプライチェ
ーンは別の定義で、バリ
ューチェーンで書かれて
いる。なぜバリューチェ
ーンという言葉を使わな
かったのか、何かあるの
だろうか。
　冨田　単に、あまり言
葉を増やすとわかりにく
いという理由ではないか
と思う。もともとＧＲＩ
のほうで、その言葉はあ
まり出てこない。
　吉田　たまたま
改正でも、バリューチェ
ーンとサプライチェー
ン、あとライフサイクル
の視点、何を使おうかと
いう話の中で今現在はバ
リューチェーンに統一し
ようという話になった。
二つの概念がドキュメン
トによって違ってくる混

乱があるかもしれない
が、考えていることは一
緒ではないか。
　冨田　そう。これは何
を考えるかだと思う。例
えば人権みたいなのだ
と、上流がサプライチェ
ーンで圧倒的に重要。環
境の場合は、排気の問題

があるので下流が大事な
ところが多い。
　委員　今、国内外で最
も統合報告が進んでいる
と思われる企業名を教え
ていただけないか。
　冨田　多分、日本で一
番それらしいのはオムロ
ンさんではないかと思
う。同社は作り方の問題
もあると思うが、ＩＲ
（投資家向け情報提供）
部門担当の役員がかなり
ドライブをかけている。
そこはオムロンの経営理
念、昔から創業者の経営

理念だから。もともとそ
ういう理念の日本の企業
は多いと思う。
　世界的には全部見てる
わけではないが、比較的
良さそうなのはユニリー
バやフィリップス。その
あたりはできがいいと言
えそうだ。

　委員　日本企業のＣＳ
Ｒリポートはどう受け止
められているのか。
　冨田　一般的な傾向と
しては、日本のレポート
は環境の情報は充実して
いるけど、社会とかガバ
ナンスとかは弱いと言わ
れている。それはコンテ
ンツとしての充実度の
話。書き方の問題として
は背景の説明がきちんと
されていない。何でその
情報を書いてあるのか、
意味がわからないという
のが結構多い。

ＬＲＱＡジャパン経営企画・マーケティンググループ統括部長冨田秀実氏
　とみた・ひでみ　 年東
大工卒、同年ソニー入社。
年米プリンストン大工学部化
学工学科修士修了。 年ソニ
ー社会環境部環境戦略室長、
年ＣＳＲ統括部長、 年ソ

ニー退社、同年現職に。

　
Ｇ
Ｒ
Ｉ
と
は
何
か
。
発
端

は
１
９
８
９
年
に
起
こ
っ
た

エ
ク
ソ
ン
・
バ
ル
デ
ィ
ー
ズ

号
原
油
流
出
事
故
だ
。
ア
ラ

ス
カ
で
タ
ン
カ
ー
が
座
礁
し

て
原
油
が
流
出
し
、
大
規
模

な
環
境
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

　
こ
の
と
き
、
セ
リ
ー
ズ
と

い
う
環
境
関
連
団
体
が
「
企

業
は
き
ち
ん
と
環
境
問
題
に

取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な

い
」
と
バ
ル
デ
ィ
ー
ズ
原
則

を
出
し
、

年
の
リ
オ
サ
ミ

ッ
ト

国
連
地
球
環
境
開
発

会
議

に
先
立
つ
形
で
宣
言

し
た
。

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

ブ

ラ
ジ
ル

で
は
セ
リ
ー
ズ
原

則
と
名
前
を
変
え
て
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

年
に
は
セ
リ
ー

ズ
と
国
連
環
境
計
画

Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ

が
主
体
に
な
り
、
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
保
証

の
国
際
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

組
織
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ポ

ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ

Ｇ
Ｒ
Ｉ

が
発
足
し

た
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
の
作
成
な
ど

で
は
各
国
１
票
、
１
代
表
と

い
う
仕
組
み
な
の
に
対
し
、

Ｇ
Ｒ
Ｉ
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作

り
に
あ
た
っ
て
マ
ル
チ
・
ス

テ
ー
ク
・
ホ
ル
ダ
ー
・
プ
ロ

セ
ス
を
掲
げ
て
い
る
の
が
特

徴
だ
。
国
の
代
表
だ
け
な

く
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
労
働
組

合
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ス
テ
ー
ク
・
ホ
ル
ダ
ー
を

巻
き
込
み
、
か
つ
欧
州
や
米

国
に
偏
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
な

メ
ン
バ
ー
を
募
っ
て
作
成
し

て
い
る
。
も
と
も
と
は
米
ボ

ス
ト
ン
で
設
立
、

年
か
ら

は
本
拠
地
を
オ
ラ
ン
ダ
・
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
し
た
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
最
初
の

「
Ｇ
１
」
は
非
常
に
簡
単
な

内
容
で
、
何
年
か
お
き
に
新

し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
出
て
、

進
化
し
て
き
た
。

年
に
Ｇ

３
が
、

年
に
マ
イ
ナ
ー
改

訂
版
の
Ｇ
３
・
１
が
出
て
、

今
年
５
月
に
最
新
の
「
Ｇ

４
」
と
呼
ば
れ
る
第
４
版
が

出
た
の
が
こ
れ
ま
で
の
経
緯

だ
。■

中
核
と
包
括
　

　
さ
て
、
Ｇ
４
に
な
っ
て
何

が
変
わ
っ
た
の
か
。
「
重
要

性
」
を
意
味
す
る
マ
テ
リ
ア

ル
、
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
こ
と
が
第

１
の
特
徴
だ
。
従
来
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
指
標
を
ど
れ
ぐ

ら
い
カ
バ
ー
し
た
か
を
示
す

「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ

ル
」
と
い
う
情
報
開
示
レ
ベ

ル
を
提
供
し
て
い
た
が
、

多
く
の
情
報
を
開
示
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
レ
ベ
ル
が
高
い

と
自
己
宣
言
で
き
る
こ
と
か

ら
、
さ
ほ
ど
重
要
で
な
い
情

報
を
含
め
て
情
報
開
示
量
の

増
大
化
を
引
き
起
こ
し

評

判
が
悪
か
っ
た
。

　
第
２
に
、
不
評
だ
っ
た
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
を

廃
止
し
、
「
中
核
」
と
「
包

括
」
と
い
う
２
種
類
の
情
報

開
示
レ
ベ
ル
を
用
意
し
、
わ

が
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
は
Ｇ

４
の
例
え
ば
中
核
に
「
準

拠
」
し
て
い
ま
す
と
言
え
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

　
中
核
は
一
般
項
目
に
関
し

て
決
め
ら
れ
た

指
標
だ
け

を
最
低
限
開
示
す
れ
ば
い

い
。
例
え
ば
ガ
バ
ナ
ン
ス
は

指
標
の
う
ち
、
最
低
１
個

開
示
す
れ
ば
良
く
、
か
な
り

柔
ら
か
い
要
求
事
項
と
な
っ

て
い
る
。

　
一
方
の
包
括
は
、
一
般
項

目
は
全
部
開
示
す
る
必
要
が

あ
り
、
レ
ベ
ル
が
高
く
て
大

変
に
な
る
。
た
だ
、
無
理
に

包
括
を
狙
う
必
要
は
な
い
と

思
う
。
き
ち
ん
と
準
拠
し
た

い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ま

ず
中
核
を
狙
っ
て
い
く
の
が

妥
当
だ
ろ
う
。

　
第
３
に
、
ど
ん
な
情
報
を

開
示
す
べ
き
か
と
い
う
指
標

も
修
正
・
追
加
が
行
わ
れ

た
。
ま
ず
標
準
開
示
項
目
は

ど
ん
な
組
織
な
の
か
を
書
く

一
般
項
目
と
、
経
済
や
社

会
、
環
境
な
ど
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
ー
を
書
く
特
定
項

目
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

種

類
、

種
類
の
指
標
を
示
し

た
。

　
一
般
項
目
で
は
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
部
分
の
指
標
が
増
え

た
ほ
か
、
新
た
に
倫
理
の
部

分
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
特
定

項
目
で
は
環
境
、
社
会
な
ど

に
新
た
な
指
標
が
追
加
さ

れ
、
新
し
い
指
標
は
全
体
で

１

２
割
が
加
わ
っ
た
。

　
ま
た
、
Ｇ
３
・
１
は
４
分

冊
に
な
っ
て
幾
つ
か
の
パ
ー

ト
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
Ｇ

４
は
２
分
冊
の
形
式
に
な
っ

て
い
る
。

　
パ
ー
ト
１
が
報
告
原
則
と

標
準
開
示
。
こ
れ
は
原
則
、

何
を
開
示
す
べ
き
か
と
い
う

指
標
を
全
部
書
い
て
あ
る
。

基
本
的
に
は
パ
ー
ト
１
を
見

れ
ば
、
大
体
ほ
ぼ
大
丈
夫
。

パ
ー
ト
２
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

指
標
に
対
す
る
詳
し
い
説

明
、
多
少
参
考
書
的
な
も
の

が
書
い
て
あ
っ
た
り
、
報
告

書
の
作
成
プ
ロ
セ
ス
の
詳
細

だ
。
さ
ら
に
、
統
合
報
告
と

の
関
係
性
、
外
部
保
証
と
は

何
か
な
ど
、
参
考
情
報
的
な

も
の
も
書
か
れ
て
い
る
。

■
統
合
報
告
　

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
話
題
と

な
っ
て
い
る
「
統
合
報
告
」

に
つ
い
て
も
述
べ
た
い
。
国

際
統
合
報
告
評
議
会

Ｉ
Ｉ

Ｒ
Ｃ

と
い
う
組
織
が
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
作
成
中
で
、

草
案
が
発
表
さ
れ
た
た
め
、

日
本
で
も
話
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
統
合
報
告
と
は
何
か
。
今

ま
で
の
財
務
報
告
は
、
昨
年

度
は
こ
う
で
し
た
と
い
う
あ

く
ま
で
も
過
去
の
情
報
し
か

開
示
し
て
い
な
い
。
な
お
か

つ
市
場
が
非
常
に
短
期
志
向

で
四
半
期
の
情
報
開
示
に
皆

が
振
り
回
さ
れ
て
い
る
。
も

っ
と
将
来
的
に
ど
ん
な
価
値

を
創
造
で
き
る
か
開
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想

で
出
て
き
た
。

　
通
常
の
財
務
報
告
は
財
務

資
本
の
こ
と
し
か
考
え
て
い

な
い
。
た
だ
、
会
社
経
営
は

財
務
資
本
だ
け
で
回
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
工
場
な

ど
の
製
造
資
本
や
知
的
資

本
、
人
的
資
本
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
資
本
を
使
っ
て
経
営
し

て
お
り
、
こ
の
全
体
像
を
開

示
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
概
念

だ
。

　
す
で
に
日
本
で
も
昨
年
、

統
合
報
告
み
た
い
な
も
の
が

ぐ
ら
い
出
て
い
る
と
言
わ

れ
、
今
年
は

ぐ
ら
い
と
い

う
統
計
も
あ
る
。
た
だ
、
統

合
報
告
の
概
念
を
満
た
し
た

も
の
は
ゼ
ロ
に
近
い
と
思
わ

れ
る
。
今
後
は
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
発
展
し
て

い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

（ ） 【特別企画】 ２０１３年 平成２５年 １２月１７日 火曜日 　　


